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広島市立大学は、広島市の都市像である「国際

平和文化都市」にふさわしい大学づくりを目

指して、1994年（平成6年）4月に国際学部、

情報科学部、芸術学部の3学部構成で開学しま

した。この3学部における学術研究の高度化を

図るとともに、国際的かつ先端的な専門教育を

行うため、4年後の1998年（平成10年）に

それぞれの学部に基礎を置く国際学、情報科学、

芸術学の3研究科からなる博士前期課程（修

士課程）を、さらに2000年（平成12年） には

博士後期課程を設置しました。現在、社会人や

留学生を含む多様な学生が学ぶ大学院として

成長し、2009年（平成21年）3月までに1187名

の博士前期課程修了者、69名の博士後期課程

修了者を輩出しています。

本学大学院における教育研究の目的は、最先端

の学問領域を究め、知性と感性と創造性を研き、

多様化する社会のさまざまな分野で活躍できる

人材を育成することです。そのために、3 研究

科それぞれの専門分野における高度な研究につ

ながる授業科目群と、学際的な知識を身につけ

調和のとれた人間形成を図る授業科目群「21

世紀の人間と社会」を開設していることが特色

です。

このように本学大学院は、あらゆる活動が高度

な知識や情報を直接的な基盤とする知識基盤社

会において、指導的役割を果たしうる能力と資

質を備えた教育者、研究者、そして高度専門職

業人の育成を目指しています。

広島市立大学長

浅田　尚紀
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大学院の目的

1．高度な学術知識を修得し、 

高度な能力を身に付けた 

研究者及び専門職業人の育成。

2．21 世紀の地球社会の多種多様な課題を 

発見し、解明し、解決するとともに、 

世界平和の構築に貢献する人材の育成。

3．最先端の学問領域を究め 

社会の多様性と変化に即応しうる 

知性と感性と創造性をあわせもつ人材の育成。

4．地域と連携し社会に開かれた教育・研究の推進によって、 

多様化する地域社会の充実と発展に貢献する人材の育成。

5．高度な学際的関心と旺盛な知的好奇心を持ち、 

専門的学術研究を志向する学究的な社会人のための 

生涯学習の支援。

科学と芸術を軸に世界平和と地域に貢献する国際的な大学

教育研究の特色

1．高度な専門的教育・研究

■　高度に専門化し、先端化している最新の学問領域を教授します。

■　専門領域諸分野についての最新の研究成果と研究手法を取り入れた 

教育・研究を目指します。

■　学界の最新の学術情報に接するとともに、学問の深奥に触れ、 

活発な問題意識を育む教育・研究を目指します。

2．高度な専門教育に相応した学際的教育・研究

■　高度な専門性を維持しながら、既存の縦割りの専門分野や研究領域を超

えた、広範な横断的視野からの学際的教育・ 研究を行います。

■　物事を広範な視野から考察し、総合的視点からの 

判断力と理解力を養う教育・ 研究を目指します。

■　論理的な思考力を養い、幅広い学識と豊かな人間性を育む 

教育・研究を行います。

3．創造性と独創性を涵養する教育・研究

■　研究意欲を高め、高度な専門的学術知識の修得を目指すとともに、 

創造性と独創性を涵養する教育・研究手法を積極的に進めます。

■　クリエイティビティを発揮し得る教育・研究環境の中で、 

知的好奇心と感性と創造性を高め、独創的、創造的な成果が 

期待できる教育・研究を実施します。 

大学院・学部の構成
Graduate School of Hiroshima City University
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科学と芸術を軸に世界平和と地域に貢献する国際的な大学

広島市立大学の構成

学部 国際学部 国際学科

情報科学部 情報工学科

知能工学科

システム工学科

芸術学部 美術学科

デザイン工芸学科

大学院 国際学研究科 博士前期課程 国際学専攻

博士後期課程 国際学専攻

情報科学研究科 博士前期課程 情報工学専攻

知能工学専攻

システム工学専攻

創造科学専攻

博士後期課程 情報科学専攻

芸術学研究科 博士前期課程 絵画専攻

彫刻専攻

造形計画専攻

博士後期課程 総合造形芸術専攻

附置機関 広島平和研究所

附属施設 附属図書館

語学センター

情報処理センター

芸術資料館

社会連携センター
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全研究科共通科目群　21世紀の人間と社会

 次代を担う若者たちが、専攻する専門分野の

既成の枠組みを越えて、常に、新鮮な視点、多

様な問題意識、柔軟な判断力を持ち、人間と自

然への畏敬の念を培いつつ、21 世紀に役立つ

調和の取れた学問研究を行える教育・研究体制

を整えることが必要です。

このために、全研究科共通の選択必修科目群

「21 世紀の人間と社会」を編成。この科目群に

選定する 10 科目の講義内容は、人文科学、社

学際的な視野から、明日の地球社会を見つめる

会科学、自然科学、芸術学など、既存の縦割り

による学問領域を越えて、より広範な学際的

領域で編成されています。学生たちは、これら

の科目群を通してさまざまな分野の知的情報の

エッセンスに触れることにより、学問研究に対

するバランス思考と柔軟な批判精神を養い、修

得する専門知識をリシャッフルする機会が得ら

れます。さらに、既成の学問への固定的なイメー

ジを脱し、旺盛な知的好奇心と学際的関心を広

げて、21 世紀を生きるための新たな知のパラ

ダイム構築へ向かわせる進取の気概と創造的精

神の萌芽が期待されます。

地球社会論

地球社会論はすでにできあがった学問ではあり

ません。地球的規模で起こっている諸問題を論

じ、その解決方法を見いだす創造的な講義にし

たいと考えます。

平和研究

国際平和の構築の現実的方法として、国連によ

る集団安全保障の方式がこれまで最善のものと

考えられてきました。国連による現代の平和構

築の企てや国連改革の問題点、および国際刑事

裁判所についても検討します。

日本論

和皿には角皿があり、洋皿は丸いものが原則で

あるのはなぜか、ル・ルオ・グーランが信じら

れない形といった和服の形はどこからでてきた

のか、外国では円錐型の塔として作られるス

トゥパが日本にくるとなぜ板碑としての卒塔婆

になるのか、居酒屋でだされる枡酒に驚嘆する

外国人は異文化について無知なのか、そういっ

た素朴な疑問から「日本の形」について考え、

最終的には火山列島に最初にすみついた人々の

原初の宗教的感性にまでさかのぼります。

情報と倫理

インターネットが地球を覆い尽くし、情報がすべ

てを支配する今日のディジタル世界においては、

本来なら人間の営みを助けるはずの技術が、こ

れまでには見られなかった激しさで私たちに生

活スタイルの変革を迫り、さらには人間そのも

のの質にまで影響を与えようとしています。本

講では、‘情報’ 技術開発が広く人間の思考形態や

行動様式に及ぼす影響とそれがもたらす結果に

ついて、‘芸術’ 活動などに見られる人間本来の特

質を理解すると同時に国民性の相違をも踏まえ、

‘国際’ 的な視点に立って講述します。
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開設授業科目

科学史

歴史的展望において宇宙観と人間観について論

じ、西欧の学問の歴史全体の見直しと、その中

での科学の位置づけを図るとともに、現代科学

のもつ制度上、内容上の特質を論じます。

人間論 A（人文・社会科学）

人間は歴史的・社会的・文化的・教育的存在で

ある。この前提に、人間学的視点から、また人

類学的視点から人間論を展開することにしま

す。これらの視点は、教育学的視点に密接な関

係があります。そこで、人間論を展開すること

は、人間と歴史・社会・政治・文化・経済との

関係を探究することになります。現代社会は加

速度的に急激な変化をしており、人間の本質、

生き方、在り方を探究することは、極めて重要

な意味を持ちます。

人間論 B（自然科学）

人間社会と調和する科学文明社会を求め、合理

主義的な科学的知識ではなく、人間を尺度とし

て計ることのできる世界の実現について、自然

科学、医学の分野から論じます。

情報と社会

私たちが生活している社会は情報化社会、電子社会

等と呼ばれて久しい。現状では情報化、ＩＴと称さ

れている電子技術、情報通信技術によるコンピュー

タおよびそれらを結び合うネットワークシステムが

重要な社会基盤と考えられ、それらの発展により私

たちの生活や社会情勢が大きく変化しつつあります。

本講義では経済、法制度、倫理、文化、国際関係等

が情報関連技術の発展により、どのような問題が生

じるのか、今後どのように対処すればよいかを検討

します。すなわち情報化の将来像のみならず、どの

様な社会像が、如何なる理念の下にデザインすれば

良いのか、現状での分析とその問題点も含め具体的

な方法を論じます。

道具論

道具がどのような存在であるかを論じます。道

具存在論、道具がひらく文明と文化の歴史、過

去と現在、未来論、形態と機能、美意識の国際

比較、美術、工芸とインダストリアルデザイン

との違いなど、道具を使う立場、つくる立場、

考える立場、商う立場にとっての道具のありよ

うの見方を論じます。

都市論

グローバル化やマルチメディア技術の普及とと

もに都市はますます不可視となってきました。

機械化、ネットワーク化する都市は、他方で生

命体としての人間のエコロジー回帰を促しても

います。そもそも都市とは何だったのか、歴史

の原点に遡り、かつ未来都市を構想しつつ、ま

た視野を広く地球規模に拡げて、20 世紀のひ

とつの象徴的な都市広島においてこそ論じなけ

ればならない 21 世紀における人間と都市につ

いて講じます。

平成 21 年 2 月 1 日現在
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21 世紀は「情報技術」があらゆる活動の根幹

となるとともに、新たな経済活動や文化の創造

を推進する役割をも担う、まさに高度情報通信

社会の成熟期となります。

この高度情報通信社会を支える「情報技術」に

関する先端的専門分野並びに情報科学と諸学問

分野との学際分野において、わが国のみなら

ず、世界に貢献するためには、この分野を先導

する学術研究とその人材養成が急務となってい

ます。

こうした社会的要請に応えるため、情報科学に関

する学理の探求と科学技術の発展を推進するとと

もに、情報科学に関する研究開発を担う研究者及

び高度専門技術者を育成することを目的とし、

1. コンピュータとネットワークの要素技術

の研究とその応用、そして次世代のコン

ピュータ＆ネットワークを創成する能力

2. 知識基盤社会におけるさまざまな形態の

コミュニケーションに対応する知識情報

処理およびシステム化する能力

3. 人間、コンピュータ、機械が有機的に結合し

た人にやさしい高機能システムの開発・実

現能力

4. 情報科学、物理学、化学、生物学の融合

から、時代の変化に柔軟に対応した「も

のづくり」新領域の創成能力

5. 自主プロジェクト演習を通し、自ら独創

的研究を計画推進できる実践能力

を養うとともに、独立して専門的ないし学際的研

究を行える総合的な分析力、企画力、判断力さ

らに国際的視野を身につけた人材を養成します。

本研究科が授与する修士学位の種類は、修士論

文の内容により、「修士（情報科学）」又は「修

士（情報工学）」のいずれかになります。

教育研究の特色

1. 理学・工学を統合する視点に立った情報科学

のカリキュラムにより、数理的、論理的基礎

からコンピュータ、さらには人工知能、ヒュー

マン・インタフェースに至る、情報科学に関

する専門性の高い教育研究を行います。

2. 科学技術の高度化と多様化に対応できるよう

基礎から応用までの学識、技術の体系を修得

できる授業科目を開設します。

3. 授業科目はセメスター制とし、おおむね 1 年

次で修得できるよう履修時期を設定します。

4. 各専攻にはコア科目を設定するとともに、コ

ア科目を中心とした幅広い専門知識を修得さ

せるため、4 専攻の教員が協力した教育を実

施します。

5. 研究者、技術者としての重要な資質である創

造性、自立性を養うため、自主プロジェクト

演習を開設します。

6. 情報科学の最先端の事項を、学外の第一線の

研究者を招き講義する授業科目を開設します。

7. マルチメディアネットワークを利用した教

育・研究を推進します。

入学者受入方針（アドミッションポリシー）

・情報科学に関する学理の探求と科学技術の発

展に関心がある人

・自ら進んで問題に取り組み、その成果を社会

に還元する意欲がある人

・情報科学の探究に必要な数理的・科学的思考

ができる人

修業年限

修業年限は 2 年間とします。ただし、優れた研

究業績をあげた者については、1 年以上の在学

をもって修了を認めることがあります。

取得可能な教員免許状

・高等学校教諭専修免許状（情報、数学）

・中学校教諭専修免許状（数学）

情報科学研究科
Graduate School of Information Sciences

博士前期課程

創造性、自立性を養う自主プロジェクト演習など、科学技術の高度化と多様化に対応したカリキュラム
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情報科学研究科の構成

専攻 募集人員 詳細

博士前期課程 情報工学専攻 23 人（10 人） 8 ページ

知能工学専攻 23 人（10 人） 9 ページ

システム工学専攻 23 人（10 人） 10 ページ

創造科学専攻 15 人（  7 人） 11 ページ

専攻 募集人員 系 詳細

博士後期課程 情報科学専攻 28 人 情報工学系 12 ページ

知能情報科学系 13 ページ

システム科学系 14 ページ

創造科学系 15 ページ

募集人員は、社会人特別選抜（募集人員若干名）による人数を内数として含みます。また、カッコ内の人数は推薦入学

によるもので内数です。

博士後期課程

現在地球的な規模で進行している情報基盤のグ

ローバル化、ボーダレス化に伴い、パラダイム

シフトを予見し、先導するための国際的な視野

と競争力を持つ高度な研究者・技術者の養成が、

必要不可欠です。このような新しいタイプの人

材を育成するためには従来の大学院博士課程に

おける専門性を重視した教育に加えて、専門性

にとらわれない幅広い視野、実践的なセンスお

よび的確な判断力を養うことが重要です。これ

を実現するためには、地域との広い領域に亘る

実践的な共同研究を通して、博士課程の学生が

みずから課題を発掘し、その解決に努力する機

会をもつことが必要です。

このような新時代の要請に応えて、高度研究開

発能力の育成・向上と実践的課題解決能力の

育成を目的として博士後期課程を設置していま

す。本研究科が授与する博士学位の種類は、博

士論文の内容により、「博士（情報科学）」又は

「博士（情報工学）」のいずれかになります。

養成する人材

1. 高度な専門知識と幅広い識見、実践力をもつ

研究者・技術者

2. 先端的な科学技術に柔軟に対応し、均衡のと

れた学識と感性をもって後進を指導すること

ができる教育者

3. 高度な科学技術を広く社会に還元し、地域の

活性化に資する人材

4. 自主的課題発掘能力、実践的課題解決能力、

高度な研究開発能力を備えた人材

修業年限

博士後期課程の修業年限は 3 年間とします。た

だし、優れた研究業績をあげた者については、

1 年以上の在学をもって修了を認めることがあ

ります。

社会人を対象とした特別選抜を博士前期課程お

よび博士後期課程において実施します。博士後

期課程では、開講する科目を必要に応じて夜間

に実施するなど、高度な専門の学術知識の修得

を目指す社会人が在職のまま大学院へ進学し得

るよう配慮します。

社会人の受け入れ
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研究室、研究テーマおよび教員
研究室 研究テーマ 教員

コンピュータ

デザイン

・大規模集積回路の設計とテスト及びその自動化

・再構成可能システムの設計とその応用

・ディペンダブル・コンピューティング・システム

教授

准教授

助教

井上　智生

市原　英行

吉川　祐樹

論理回路

システム

・大規模集積回路・システムの電子設計自動化

・論理回路・システムの設計と解析

・細粒度マイクロプロセッサの構成

・安全な分散コンピューティング

教授

准教授

講師

講師

助教

若林　真一

髙橋　隆一

上土井陽子

永山　　忍

稲木　雅人

コンピュータ

システム

・組込みシステムの構築

・プロセッサアーキテクチャ

・高性能計算のための並列化コンパイラや支援ソフトウェア

教授

講師

助教

北村　俊明

川端　英之

窪田　昌史

コンピュータ

アーキテクチャ

・高性能コンピューティングシステム向けシステムアーキテクチャ

・再構成型アーキテクチャを中心としたコンピュータシステム

・再構成型デバイス向けシステムソフトウェア

教授

助教

助教

弘中　哲夫

児島　　彰

谷川　一哉

ネットワーク

ソフトウェア

・ ネットワークソフトウェアエンジニアリング : 多様化した通信サービスを実現

する大規模で　複雑なネットワークソフトウェアの設計

・ アシュアランスネットワーク : ニーズの異種性と状況変動に対する適応性を満

たすユビキタスネットワークの設計

・ オブジェクト技術 : オブジェクト指向プログラミング、システム、言語、なら

びに応用

教授

准教授

講師

助教

角田　良明

Rolf ADAMS

大田　知行

井上　伸二

情報

ネットワーク

・高速衛星回線を用いたコンピュータネットワークと通信プロトコル

・ 通信サービスの高度化・高信頼化を目指した情報ネットワークの基盤技術とそ

のシステム

・ 電波応用、無線通信、およびネットワークシステム

・自律分散制御、ネットワーク性能評価および通信トラヒック分析

・ ネットワークにおける効率的な情報交換を実現するためのアプリケーション技術

教授

准教授

准教授

講師

助教

石田　賢治

高橋　　賢

高野　知佐

舟阪　淳一

小畑　博靖

環境メディア ・情報およびメディアの特徴を考慮したネットワーク設計法

・通信・放送協調型情報ネットワーク

・自然現象と電磁波の関連を解明する電波科学

教授

准教授

助教

吉田　彰顯

西　　正博

新　　浩一

インターネット

工学

・ネットワークアーキテクチャ (IPv6、移動透過通信、センサーネットワークなど )

・遠隔教育などマルチメディア・コミュニケーション

・広帯域ネットワーク・アプリケーション

教授

講師

助教

前田　香織

井上　博之

河野英太郎

博士前期課程

情報工学専攻
Computer and Network Engineering

コンピュータとネットワークの要素技術の研究とその応用、

そして次世代のコンピュータ＆ネットワークを創成する研究を行う

教育研究内容

コンピュータのハードウェア、ソフトウェア、そしてネットワークなど、高度情報化社

会における最先端の教育・研究を行います。またコンピュータとネットワークの融合技

術、創成技術の教育・研究を行います。

コンピュータおよび情報ネットワークを構成する要素技術に関する最新の知識を習得さ

せるとともに、高度情報化社会を支えるコンピュータ技術、情報ネットワーク技術の研

究開発、および次世代のコンピュータシステム、情報ネットワークの創成を担う人材の

育成を目指します。

開設授業科目
　 授業科目

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
分
野

論理回路・システム特論

集積回路特論Ⅰ

集積回路特論Ⅱ

ディジタル合成工学特論

情報物性特論Ⅰ

情報物性特論Ⅱ

計算機支援設計特論

回路設計自動化特論

コンピュータシステム特論

システムレベル設計検証特論

コンピュータアーキテクチャ特論

プログラミング言語特論

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
野

情報通信システム特論

情報通信方法特論

通信工学特論

情報ネットワーク特論

ネットワークソフトウェア特論

マルチメディア情報通信特論

通信トラヒック特論

情報圧縮特論

情報伝送方式特論

情報科学特別講義

情報工学特別講義

情報工学特別演習Ⅰ

情報工学特別演習Ⅱ

情報工学特別演習Ⅲ

情報工学特別演習Ⅳ

自主プロジェクト演習

インターンシップⅠ

インターンシップⅡ

平成 21 年 2 月 1 日現在
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博士前期課程

知能工学専攻
Intelligent Systems

知識基盤社会におけるさまざまな形態のコミュニケーションに対応する知能情報処理

およびシステム化に焦点をあてた高度な教育・研究を実施

研究室、研究テーマおよび教員
研究室 研究テーマ 教員

知識工学 ・VR メディアを用いた先進的学習支援システムと知識獲得手法

・感性情報処理および感性工学における知識表現、知識獲得手法

・オントロジーと設計タスクにおける知識再利用

教授

准教授

助教

松原　行宏

岩根　典之

岡本　　勝

データ工学 ・データマイニングおよび知識データベースシステム

・マルチメディアデータベースおよび時空間データベース

・グリッドコンピューティング環境における制約処理

・多様なコミュニティを Web データから発見する方法

教授

准教授

講師

助教

北上　　始

黒木　　進

田村　慶一

森　　康真

知能システム ・ 進化的計算や群知能などのナチュラル・コンピューティング ( 自然計算 ) に基

づく最適化および機械学習

・ 感情情報や言語進化のソフトコンピューティングによるモデル化

・ ニューラルネットワークや進化的計算によるデータからの知識獲得

教授

講師

講師

髙濱　徹行

市村　　匠

原　　　章

機械学習 ・ Web データからのデータマイニング、半構造データからの知識発見

・ グラフ構造を有するデータに対する効率的な知識情報処理

・半構造データからの機械学習に基づくデータマイニング

准教授

准教授

助教

宮原　哲浩

内田　智之

鈴木　祐介

画像メディア

工学

・画像列からの 3 次元形状復元と高精度 CG

・映像メディア情報の理解と構造化

・電子申請システムのための文書構造化

・コンピュータ支援診断のための医用画像処理

・3 次元形状計測と画像による CG モデリング

教授

准教授

講師

講師

講師

浅田　尚紀

椋木　雅之

青山　正人

馬場　雅志

古川　　亮

コンピュータ

グラフィックス

・光学的アプローチに基づく光の反射解析と高精彩画像生成

・コンピュータグラフィックス的アプローチに基づく芸術作品の解析と生成

（兼）教授

講師

浅田　尚紀

宮崎　大輔

言語音声

メディア工学

・音声でコンピュータとコミュニケーションできる技術

・統計的機械翻訳とその応用

・大規模文書集合の体系化と情報アクセス技術

・感情情報処理と対話理解および発話意図理解

教授

講師

助教

助教

竹澤　寿幸

難波　栄嗣

黒澤　義明

目良　和也

知的メディア

工学

・パターン情報の知識情報処理と推論機構の開発および知的システムの構築

・進化的計算方法および機械学習によるマルチエージェントの学習と並列化

教授

講師

髙橋　健一

上田　祐彰

パターン認識 ・系列データのパターン認識

・ベイズ統計学に基づくデータ解析

・情報理論を用いた学習機械の特性解析

教授

准教授

助教

林　　　朗

末松　伸朗

岩田　一貴

数理情報 ・確率的情報処理と情報統計力学 准教授 三村　和史

教育研究内容

人間の知的なコミュニケーション行為や情報行為を支援する知能情報処理およびシステ

ム化に焦点をあて、情報処理の基礎技術の上に知能情報処理に関する基礎理論、知識基

盤社会において特徴的な知能情報処理の基本要素技術、これらの各成分を組み合わせた

知能情報処理の応用について、より高度な教育・研究を行います。

具体的には、知識基盤社会におけるさまざまな形態のコミュニケーションに対応する知

能情報処理の理論的基礎の上に、人間とコンピュータとのコミュニケーションの実現に

向けた知能メディア分野、人間の知的な情報行為やコミュニケーション行為に適合した

知的なシステムを構築することをめざした知能ソフトウェア分野の 2 つの分野からなり

ます。

開設授業科目
　 授業科目

知
能
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
分
野

知識工学特論

知識ベース特論

機械学習特論

学習システム特論

マルチメディアデータベース特論

推論方式特論

計算量理論特論

ネットワークソフトウェア特論

組込みシステム特論Ⅰ

知
能
メ
デ
ィ
ア
分
野

画像メディア工学特論

知能ロボット特論

音声言語情報処理特論

コンピュータビジョン特論

コンピュータグラフィックス特論

情報圧縮特論

適応システム特論

知的情報検索特論

確率的情報処理特論

ヒューマンコンピュータインタラクション特論

コンピュータシステム特論

確率過程特論

情報科学特別講義

知能工学特別講義

知能工学特別演習Ⅰ

知能工学特別演習Ⅱ

知能工学特別演習Ⅲ

知能工学特別演習Ⅳ

自主プロジェクト演習

インターンシップⅠ

インターンシップⅡ

平成 21 年 2 月 1 日現在
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博士前期課程

システム工学専攻
Systems Engineering

人間、コンピュータ、機械が有機的に結合した

人にやさしい高機能システムの開発・実現

研究室、研究テーマおよび教員
研究室 研究テーマ 教員

機械制御 ・制御系の安定性解析とその工学的応用

・インテリジェント制御システムの設計

・エネルギー変換システムの解析とその最適化

・メカトロニクスシステムの設計と制御

教授　佐野　　学

准教授　小嵜　貴弘

助教　小作　敏晴

助教　厚海　慶太

知的制御

システム

・システムの同定と適応制御

・変動するシステムのパラメータ推定と予測制御

・ニューラルネットワークを用いたメカトロニクスシステムの同定

・人間機械システムの最適設計

教授　小林　康秀

講師　小野　貴彦

助教　疋田　真一

助教　齊藤　充行

通信・信号処理 ・地上ディジタル放送ネットワーク

・光波・マイクロ波融合通信技術

・パワー半導体デバイスを用いた高効率電力増幅器

・非線形回路を基にした通信・信号処理ハードウェアの構築

教授　生岩　量久

准教授　藤坂　尚登

助教　神尾　武司

助教　安　　昌俊

サービス指向

ソフトウェア

・ 広域分散環境におけるネットワークを利用した協調的問題解決と電子商取引に

かかわる分散コンピューティング

・組込みシステムの形式的検証および最適設計手法

・高信頼リアルタイム分散システム構築手法

・P2P による分散システムの高信頼化

・進化的計算を利用した組み込みシステムの最適化設計

・センサーなどの低機能デバイスのための認証プロトコル

教授　大場　　充

教授　中田　明夫

准教授　島　　和之

准教授　双紙　正和

准教授　村田　佳洋

助教　佐藤　康臣

人間工学 ・快適な音響システムとインタフェースの構築 准教授　石光　俊介

助教　高橋　雄三

ロボティクス ・ ネットワークコンテンツとしてのロボットモーション ( モーションメディア )

・ロボットの力・コンプライアンス制御方式と応用

・移動ロボット相互間通信システムの開発

教授　岩城　　敏

助教　高井　博之

システム

インタフェース

・ インターネット上の情報発見の技術と情報活用のインタフェースの開発による

創造活動支援システムの構築

准教授　砂山　　渡

助教　川本　佳代

計画数学 ・確率過程論を基礎とした最適制御理論 准教授　田中　輝雄

数理科学 ・可換代数と離散構造

・因子分析法の数理的基礎

・数理システムと空間配置の幾何学

・代数多様体の分類理論及びその関連分野

・正標数の代数的閉体において定義された代数多様体

教授　伊藤　史朗

教授　佐藤　　学

准教授　関根　光弘

講師　廣門　正行

講師　齋藤　夏雄

教育研究内容

21 世紀の高度情報化社会において、人類が快適で理想的な社会を作るため、人にやさ

しい高機能システムを開発・実現します。人間、コンピュータ、機械が有機的に結合し、

人間の意志をコンピュータによって正しく判断させたり、ロボットなどを命令通り最適

に動作させたりするための総合的な技術について教育・研究を行います。このような高

度で複雑なシステムを開発するためには、システム制御、ロボティクス、通信システム、

インタフェース、数理科学などの広範な知識が必要です。これらのシステム工学に関す

る技術的問題解決能力に加えて、社会との関わりを常に意識し、広い視野を持った、創

造的かつ実践的な技術者、研究者を育成します。

開設授業科目
　 授業科目

制
御
・
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野

制御システム特論
システム制御特論
インテリジェント制御特論
システム推定学特論
知能ロボット特論

通
信
・
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
分
野

ロボティクス特論
情報伝送方式特論
組込みシステム特論Ⅰ
組込みシステム特論Ⅱ
組込みシステム特論Ⅲ
組込みシステム特論Ⅳ
組込みシステム特論演習Ⅰ
組込みシステム特論演習Ⅱ
人間工学特論
非線形回路特論
ヒューマンコンピュータインタラクション特論
暗号と情報セキュリティ特論
コンピュータビジョン特論
確率的情報処理特論
計算量理論特論
視覚情報学特論

情
報
数
理
分
野

情報数学特論Ⅰ
情報数学特論Ⅱ
統計数学特論
確率過程特論
情報通信方法特論

情報科学特別講義
システム工学特別講義
システム工学特別演習Ⅰ
システム工学特別演習Ⅱ
システム工学特別演習Ⅲ
システム工学特別演習Ⅳ
自主プロジェクト演習
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

平成 21 年 2 月 1 日現在
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博士前期課程

創造科学専攻
Frontier Sciences

情報科学、物理学、化学、生物学、脳科学の融合から、

時代の変化に柔軟に対応した「ものづくり」新領域の創成

教育研究内容

「ものづくり」の視点から、情報科学と物理学、化学、生物学、脳科学などの自然科学

の学際・融合領域の教育・研究を行ないます。それによって、最新のコンピュータ利用

技術と、それを応用展開すべき幅広い科学技術に精通し、時代の変化に柔軟に対応でき

る「生きる力」を備えた人材を育成します。

研究領域は多岐にわたり、半導体デバイスの研究、ナノ構造物質の作成と理論的解析や

機構解析、人間の脳機能についての計測・解析とその工学的応用、環境問題発生機構の

解明、環境の修復、未来エネルギーの開発など、新領域の創成にチャレンジしています。

研究室、研究テーマおよび教員
研究室 研究テーマ 教員

集積回路

デバイス

・ MOSFET のモデリング

・ 半導体デバイスの測定評価技術

・ 低電圧動作 CMOS デバイス /CMOS 回路

・  半導体・超伝導体における電子輸送理論、量子情報理論 ( 量子コンピュータ、

量子通信 )

教授

准教授

講師

助教

寺田　和夫

寺内　　衛

桑田　精一

辻　　勝弘

情報物性工学 ・ナノ構造物質等の実験的、理論的解析技術

・ナノ構造物質の作製と量子現象

・ナノ構造物質等の光学特性

・電子光学材料の局所原子配列

准教授

講師

講師

田中　公一

藤原　　真

八方　直久

生体理工学 ・脳電位・脳磁界計測による脳機能解析装置の開発

・ 高精度経頭蓋磁気刺激システムの開発とそれを用いた脳機能ダイナミクスの解明

・脳機能解析システムの開発とヒトの運動学習・制御機構の解明

・ 非侵襲脳機能計測法を用いたブレインコンピュータインタフェースの開発

教授

講師

助教

樋脇　　治

福田　浩士

小田垣雅人

光システム計測 ・大気微量成分のレーザー検出法の開発とその環境動態解析への応用

・非線型分光法による励起状態ダイナミクス

・ 半導体表面ナノ構造成長過程に関わる反応中間体のレーザー観測と構造・機構

の解明

・高速動画像観測による生細胞の動態解析

・ レーザー検出法を用いた地球温暖化等の大気環境問題の発生機構の解明

教授

准教授

講師

講師

石渡　　孝

福島　　勝

藤原　久志

中野　幸夫

バイオシステム

工学

・食糧生産・バイオエネルギー生産システムの開発

・環境保全、リサイクル、再資源化システムの開発

・視覚情報処理機構の解明とその情報工学への応用

・微生物を活用した環境浄化・再資源化システムの開発

教授

准教授

講師

矢野　卓雄

中野　靖久

香田　次郎

開設授業科目
授業科目

創造科学特論Ⅰ
創造科学特論Ⅱ
情報物性特論Ⅰ
情報物性特論Ⅱ
ナノ情報通信材料特論
MOS デバイス特論
集積回路特論 I
集積回路特論Ⅱ
光エレクトロニクス特論
電気・電子材料特論
化学物理特論
情報生物材料特論
生物情報処理特論
視覚情報学特論
光計測システム特論
生体情報学特論
生体計測工学特論
生体システム工学特論
論理回路・システム特論
コンピュータアーキテクチャ特論
マルチメディア情報通信特論
知能ロボット特論
制御システム特論
システム制御特論

情報科学特別講義
創造科学特別講義

創造科学特別演習Ⅰ
創造科学特別演習Ⅱ
創造科学特別演習Ⅲ
創造科学特別演習Ⅳ
自主プロジェクト演習
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ
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研究分野
系・研究指導単位 担当内容 担当教員

コンピュータ工学 プロセッサアーキテクチャとその性能評価 ※教授　北村　俊明

論理回路・システムの設計と解析 ※教授　若林　真一

並列処理アーキテクチャ 教授　弘中　哲夫

ディペンダブルコンピューティング ※教授　井上　智生

VLSI 設計自動化 准教授　市原　英行

ネットワーク工学 通信サービス用ネットワークソフトウェアの設計 ※教授　角田　良明

マルチメディア通信のためのネットワーク設計 ※教授　吉田　彰顯

通信サービスの高信頼化、通信プロトコルの高度化 ※教授　石田　賢治

ネットワークアーキテクチャ設計およびマルチメディア通信応用 ※教授　前田　香織

電波応用、無線通信、ネットワークシステム 准教授　高橋　　賢

オブジェクト指向分析・設計 准教授  Rolf ADAMS

※主指導教員

博士後期課程

情報科学専攻　情報工学系
Computer and Network Sciences

次世代の情報科学の技術的基礎となる

ハード&ソフト開発やネットワーク工学を研究

教育研究内容

コンピュータ工学

コンピュータ工学分野は、コンピュータシステムそのものを対象とする

研究分野であり、情報科学の基礎となる要素技術を研究しています。コ

ンピュータシステム開発の基礎となる論理回路の設計に関しては、「論

理回路・システムの設計と解析」、「VLSI 設計自動化」の専門分野を設置

しています。また、ハードウェアだけでなくソフトウェアとの連携も含

めた観点から研究を行う「並列処理アーキテクチャ」「プロセッサアー

キテクチャとその性能評価」の専門分野も設置しています。近年、コン

ピュータシステムが社会生活に欠かせないものとなり、システムに対す

る信頼性要求が高まっています。これに応えるために「ディベンダブル

コンピューティング」という専門分野も設置しています。

ネットワーク工学

ネットワーク工学分野は近年高度に発達を遂げ、大きな社会的影響を持

つに至った新しい研究分野で、これは多様かつ複雑な通信サービスを実

現するネットワークソフトウェアの設計研究を担当する「ネットワーク

ソフトウェア」、遠隔講義など教育利用の高度化の実現・研究を行う「マ

ルチメディア情報通信」、通信・放送協調型ネットワークを研究する「電

波メディア」、通信サービスの高信頼化、通信プロトコルの高度化に関

わる諸技術を研究する「通信制御アルゴリズム」の各専門分野からなり

ます。 これらの専門分野において、オブジェクト指向技術の研究、電

波を利用した通信・システムの研究、ネットワーク性能の分析・評価の

研究、モバイルネットワークの制御・応用の研究も行っています。

コンピュータシステムの開発 ネットワークの児童見守りシステムへの応用

平成 21 年 2 月 1 日現在
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人間機能科学

人間機能のコンピュータによる実現及び人間と

コンピュータの高度協調の実現に向けた教育研

究を行います。人間の知能は外界とのインタラ

クションによって発現し、構成され、機能する

という考えに基づき、実世界で機能する知能コ

ンピュータの実現を目指す「機能知能学」と「知

能ロボット」、人間とコンピュータ間の高次コ

ミュニケーションの実現を目指す「ビジュアル

コンピューティング」と「自然言語コミュニケー

ション」の 4 つの専門分野からなります。

研究分野
系・研究指導単位 担当内容 担当教員

知能科学 教育支援システム及び感性工学における学習理論 ※教授　松原　行宏

知識データベース処理及び配列データマイニング ※教授　北上　　始

知的システムにおける知識表現と学習機構 ※教授　髙濱　徹行

教育・学習システムにおける知識表現と知識獲得 准教授　岩根　典之

グラフ理論に基づくデータベースからの知識発見システム 准教授　内田　智之

知識発見における機械学習手法とグラフ理論の応用 准教授　宮原　哲浩

多次元データベースとその応用 准教授　黒木　　進

生物的適応システムのモデル化とその工学的応用 講師　原　　　章

ソフトコンピューティングによる感情モデルの構築 講師　市村　　匠

人間機能科学 画像理解と人間機能支援のための協調型人工知能 ※教授　浅田　尚紀

自律エージェントのプラニングおよび学習 ※教授　林　　　朗

パターン情報に対する知識処理と機械学習 ※教授　髙橋　健一

音声言語情報処理と自然言語処理 ※教授　竹澤　寿幸

画像認識、画像検索およびコンピュータビジョン 准教授　椋木　雅之

確率的情報処理と情報統計力学 准教授　三村　和史

コンピュータ支援診断、文書構造理解 講師　青山　正人

※主指導教員

博士後期課程

情報科学専攻　知能情報科学系
Intelligent Systems Sciences

人間の知的活動の原理を解明し、

情報処理の高度知能化や人間とコンピュータの協調を目指す

教育研究内容

知能科学

人間の知能を解明し、知的システムを構成する

ことを目指した教育研究を行います。情報処理

の高度化知能化を目指した研究を行う「知能シ

ステム」、コンピュータが自ら学習して処理能

力を高めていくシステムの研究を行う「学習理

論」、知能科学の根底を数理的に研究する「情

報数理構造」、データベースをより高度化する

ための研究を行う「知識ベース」の 4 つの専門

分野からなります。

人間の知能の理解
知的システムの構成

知能科学

知能コンピュータの実現
人間とコンピュータ高度協調

人間機能科学
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研究分野
系・研究指導単位 担当内容 担当教員

制御・数理システム 制御系の安定性解析とその工学的応用 ※教授　佐野　　学

動的システムのモデリングと制御 ※教授　小林　康秀

情報代数におけるグレブナー基底 教授　伊藤　史朗

インテリジェント制御システムの設計 准教授　小嵜　貴弘

サウンドデザインとその評価方法の開発 准教授　石光　俊介

確率制御理論とその応用 准教授　田中　輝雄

通信・インタフェースシステム 信号処理ハードウェアの構成およびディジタル放送システムへの応用 ※教授　生岩　量久

実時間組込みシステムの設計検証法および最適化 ※教授　中田　明夫

非線形系の数理解析法及び非線形回路の合成と応用 准教授　藤坂　尚登

人間と計算機間のインタラクティブシステムによる創造活動支援 准教授　砂山　　渡

分散システムの高信頼化 准教授　島　　和之

進化的計算を利用した組み込みシステムの最適化設計 准教授　村田　佳洋

※主指導教員

博士後期課程

情報科学専攻　システム科学系
Systems Sciences

教育研究内容

制御・数理システム
　省エネルギーや環境問題への関心が高まるに

つれて、対象を個々のシステムとして捉えるの

ではなく、人間、環境、社会システムなども含

めたよりグローバルな視野に立って、大規模で

複雑なシステムを設計、解析、運用するシステ

ム統合化技術が求められています。

　このために、工学、情報、数学などの学際的

な視点から総合的に現象を捉え、解析する能力

を養成するため、数理システム、システム最適

化、確率過程、推定論、非線形最適化手法、ニュー

ラルネットワークなどについて学びます。さら

に、それらを応用し、数理システムの解析、制

御系の安定性解析、制御システムの設計、シス

テム同定、最適制御、適応制御、音響解析、エ

ネルギー変換システムの最適化、システム統合

化技術などについても教育・研究を行います。

通信・インタフェースシステム
　通信・放送システムなど大規模システムにおける

ハードウェア及びソフトウェア技術の発展は目覚ま

しいものがあります。それに伴い工業や社会のさま

ざまな分野でコンピュータに関する応用技術、ある

いはシステムの統合化技術が求められています。こ

のようなシステムの情報の伝送・処理に関する情報

通信技術に関して、「信号処理ハードウェアの構成

及びディジタル放送システムへの応用」の専門分野

を設置します。

　また、システムにおいては人間と機械とのインタ

フェースが不可欠であり、「システムインタフェー

ス」の専門分野を設置します。

　さらに、自動車や携帯電話・情報家電等の機器に

組み込まれるシステムである組込みシステムの設計

開発技術、高信頼化技術、最適化技術などの教育・

研究を行うために、「組込みシステム」の専門分野

を配置します。

―ひとにやさしいシステムの開発―

大規模・複雑化したシステムの統合化技術や高度情報通信・インタフェース技術分野を研究

平成 21 年 2 月 1 日現在
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博士後期課程

情報科学専攻　創造科学系
Frontier Sciences

情報科学と物理学、化学、生物学、脳科学などの

自然科学の学際・融合領域に精通したパイオニアを育成

教育研究内容

「ものづくり」の視点から、情報科学と物理学、化学、生物学、脳科学などの自然科学

の学際・融合領域の教育・研究を行います。集積回路の研究開発や半導体微細構造の解

析を行う未来の半導体や集積回路の創造は「集積回路デバイス」の専門分野が担当しま

す。複雑で優れた情報処理装置である人間の脳についての計測・解析とその工学的応用

は「生体理工学」の専門分野が担当します。複雑化、高度化、多様化した環境システム、

バイオシステムの計測とその情報を応用する新領域の創成は「光システム計測」「バイ

オシステム工学」の専門分野が担当します。

研究分野
系・研究指導単位 担当内容 担当教員

半導体集積回路、半導体デバイスのモデリングと測定評価 ※教授　寺田　和夫

半導体デバイス 准教授　寺内　　衛

生体情報処理機構のシステム的解明とその工学的応用 ※教授　樋脇　　治

地球大気環境情報への応用 教授　石渡　　孝

環境情報取得とその制御 准教授　福島　　勝

生物情報伝達材料の計測制御システムへの応用 ※教授　矢野　卓雄

視覚情報処理の基本原理とその視覚情報計測技術への応用 准教授　中野　靖久

※主指導教員
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最先端の機能と施設で研究生活をサポート

研究設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 VSAT 地球局 情報工学専攻

これは衛生通信で利用する超小型地球局（VSAT）の直径 1.8mのアンテナです。この VSAT
システムは、比較的小さなアンテナを用いており、災害時における緊急通信路の確保や多地
点への映像伝送等を可能としています。

 TV 会議システム 情報工学専攻

インターネットを用いるテレビ会議システムを利用すると、離れた大学ともまるで対面で話
しているかのように論議ができます。広島市立大学にいながら全世界の大学などと研究交流
したり、遠隔講義が実施されています。

 3 次元モデル生成・表示システム 知能工学専攻

デジタルカメラやレーザー計測器を使って得た実物大のデータを解析して 3次元形状と
表面反射特性を推定し、ＣＧ技術を使って実物体を高精細に再現するシステムの研究開
発を行っています。

 血圧と眼球運動測定装置 システム工学専攻

運転中に、運転者の血圧変化や眼球運動を計測できる実験装置です。リアルタイムの生
体情報と車の運転を結びつけることで、救急車や福祉車両内の患者の血圧変動を少なく
する運転方法のガイドライン作りや、居眠り運転・脇見運転等を防止する車両の開発な
ど、多様な分野への展開を追求します。

 神経磁気刺激装置 創造科学専攻

パルス磁場により生体内に電界を誘導し、脳や神経を非接触・非侵襲的に刺激する装置
です。刺激により誘発される筋電図等の生体反応を解析することにより脳や神経の機能
を詳しく調べることができます。

 大規模 PC クラスタ 知能工学専攻

PC クラスタは複数のパソコンをネットワークで接続したシステムです。128 台のパソ
コンで構成される PCクラスタを用いて、大規模な計算やデータ処理の並列化に関する
研究を行っています。

 移動ロボット システム工学専攻

ロボットに自律走行や様々な作業をさせるために、周囲の状況を情報として取り込み、
それを整理・解析し、安定した動きを可能にする、人間の頭脳や五感にあたる制御用コ
ンピュータやセンサーの開発に取り組んでいます。移動ロボットに搭載させることで災
害時や危険な場所で活躍するロボットの開発につながる研究です。

 レーザー二重共鳴装置 創造科学専攻

原子や分子に 2つの波長の異なるレーザーを照射し、光応答性から電子励起状態の化学
的性質を解析します。
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修了者の主な就職先 ( 博士前期課程 )
アイシン精機㈱ （愛知県）
㈱ウッドワン （広島県）
㈱エクサ （神奈川県）
ＮＥＣシステムテクノロジー㈱ （大阪府）
ＮＥＣ通信システム㈱ （東京都）
ＮＴＴアドバンステクノロジ㈱ （東京都）
ＮＴＴコムウェア㈱ （東京都）
㈱ＮＴＴドコモ中国 （広島市）
㈱エヌ・ティ・ティ・ドコモ （東京都）
㈱エネルギア・コミュニケーションズ （広島市）
エルピーダメモリ㈱ （東京都）
オムロン㈱ （京都府）
オリンパス㈱ （東京都）
オンキヨー㈱ （大阪府）
キヤノン㈱ （東京都）
㈱熊平製作所 （広島市）
㈱コア中四国カンパニー （広島市）
三洋電機㈱ （大阪府）
シャープ㈱ （大阪府）
新日鉄ソリューションズ㈱ （東京都）
セイコーエプソン㈱ （長野県）
㈱セガ （東京都）
ソニー㈱ （東京都）
ソニー・エリクソン・モバイルコミュニケーションズ㈱ （東京都）
ソニーＬＳＩデザイン㈱ （神奈川県）
ＴＩＳ㈱ （東京都）
㈱デンソー （愛知県）

専門の知識・技術を習得して、最先端の分野で活躍

㈱東芝 （神奈川県）
㈱凸版印刷 （東京都）
トヨタ自動車㈱ （愛知県）
西日本電信電話㈱ （大阪府）
日産自動車㈱ （東京都）
日本アイ・ビー・エム㈱ （東京都）
㈱ニューメディア総研 （東京都）
㈱野村総合研究所 （東京都）
㈱日立情報システムズ （神奈川県）
㈱日立製作所 （東京都）
日立ソフトウェアエンジニアリング㈱ （東京都）
広島エルピーダメモリ㈱ （広島市）
広島県警察本部 （広島市）
広島電鉄㈱ （広島県）
富士ゼロックス㈱ （東京都）
富士通㈱ （神奈川県）
富士通エフ・アイ・ピー㈱ （東京都）
船井電機㈱ （大阪府）
松下電器産業㈱ （大阪府）
㈱松下電器情報システム広島研究所 （広島県）
㈱マツダ （広島市）
㈱マツダＥ＆Ｔ （広島市）
㈱明電舎 （東京都）
ローム㈱ （京都府）
ＹＫＫ㈱ （東京都）

【50 音順、（　）は所在地】

講堂

国際会議にも対応する最新設備をもつ講堂（大ホー

ル 841 席、小ホール 244 席）。舞台緞帳や壁画レリー

フ、水景モニュメントは芸術学部教授等の手による

ものです。

学生会館

吹き抜けのあるゆったりした空間。カフェテリア形

式の食堂、部室や集会室、売店、キャッシュコーナー

等を完備しています。

食堂・喫茶コーナー

学生会館 1 階には、吹き抜けのあるゆったりとした

空間で、光が燦々と輝くカフェテリア形式の食堂と

喫茶コーナーがあります。

医務室

心身両面の健康上の悩みや相談に応じ、学生の「疾

病の予防」と「健康相談」を中心に健康の維持増進

を図ります。

情報処理センター

最新のワークステーション、パーソナルコンピュー

タ等を備えた情報処理教育施設。また、学内外のコ

ンピュータを結ぶネットワークセンターの役割も果

たしています。

体育館

バスケットコートが 2 面取れるアリーナや、本格的

なトレーニングルーム等を備えた体育館。授業やク

ラブ、サークル活動のほかにも、多目的な利用が可

能です。

語学センター

LL・AV・CALL 等、最新鋭の語学教育機器を整備。

約 3,000 点の語学教材を備えており、自習室内のコ

ンピュータで検索し、自学習に使用することもでき

ます。

附属図書館

図書約 29 万冊、雑誌約 500 誌、視聴覚資料約 900

タイトルを所蔵。電子ジャーナル・データベースな

どの電子媒体の導入や機関リポジトリを利用した学

内情報の発信も併用して、学習・調査・研究を支援。
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